
本町の風
「ふるさと本町を誇りに思う 心すこやかで体のびやかな児童の育成」

１ 本町ふるさと祭り・バサーお世話になりました
１１月２３日(日）に、本町ふるさと祭りが開催されまし

た。５年生が作ったお米や餅米の他。炭や廃油石けん、「松

村パン屋」さんや「ぐうちょきぱん屋」さんからご提供いた

だきパンのほかＰＴＡ、地域の皆様からご提供いただいた物

品を販売させていただきました。また、子ども神輿も大活躍

し、お祭りを盛り上げてくれました。ご協力いただきました

皆様に、この場をお借りしまして御礼申し上げます。

２ 本町小ミニバスケット部 県ベスト８達成
１１月２２日、２３日、２９日に開催されました第４０回熊本県ミニバスケットボール

大会で、本町小ミニバスケットボール部は、過去最高の県ベスト８になりました！！もち

ろん、本町小学校創設以来の快挙でした。これからの活躍を期待したいものです！

３ 「本町小学校児童等作品展」 開催中！！
期日：平成２６年１２月６日(土)～１２月１２日(金) 10:00～18:00

会場：本町ふるさと美術館（旧本町中学校）

本作品展のテーマは「本町小学校の現在、過去、未来」
「～ありがとう 本町小 よろしく 本町小～」です。

今回の展示物としては、各学年の絵画や工作、習字、

硬筆などのほか、各学年の活動の写真の他、本校は、コミ

ュニティ・スクールとして保護者や地域の方々の協力を得

ながら教育活動を行っていますが、そのコミュニティ・ス

クール活動（CS活動）の取組も紹介しています。さらに、
５、６年生は、本町の「朝虹窯」様のご協力で陶芸にもチ

ャレンジすることができ、世界で一つしかない「マイカッ

プ」を作成していますのでそれらの作品も展示しています。

また、私は本年４月に本町小学校に赴任しましたが、校

長室には昭和１３年頃からの写真がたくさん丁寧に（一部

ないものもありましたが）保存されておりました。その中

には昭和３６年度に鉄筋コンクリート３階建ての当時とし
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てモダンな作りの新校舎の建築風景の写真もあり

ました。その新校舎もすでに５０有余年の歴史を

刻んできました。それ以前の木造の旧校舎ではさ

らに多くの児童が学び、社会で活躍する人材とし

て巣立っていかれているのではないかと想像しま

す。このような貴重な写真をなんとか本町の皆さ

んにご紹介できないものかと考え、本作品展を開

催する運びとなりました。今週１２日(金）まで、

開催しておりますので是非ご覧いただければ幸い

です。すでに６日、７日の２日間で、１００名ほ

どのご来場をいただき、昔の思い出話がたくさん

聞かれています。本展示会を通じて、「ふるさと

本町を誇りに思う 心すこやかで体のびやかな児童の育成」を目指して、さらに充実した

教育活動に当たって参りたいと思います。

多くの皆様のご来場をお待ちしています。

４ 校内持久走大会
授業参観・学級懇談

１１月２１日（金）に、校内持久走大会、１２月３日

(水）の授業参観、学級懇談には、多くに保護者の皆様

においでいただきありがとうございました。児童も、

多くの方に見ていただくときは、いつも以上に元気が

でているようです。今後とも、多くのご参加をお待ち

しています。今回は、校内持久走大会のようすをご紹

介します。写真は、福岡の松下光宏さんからご提供い

ただきました。ありがとうございました。

５ １年生と保育園との交流
「なかよし会」
１２月２日（火）東向寺保育園と1年生

との交流「なかよし会」を実施しました。

１年生もその日のために一生懸命に準備し

て臨んでいました。保育園の園児のあいさ

つなどもとっても上手で、お互いにとても

楽しい、思い出に残る時間となりました。

なお、本町保育園との交流は、１月に実

施予定です。

１２月～１月の主な行事

１２月１１日（木）：委員会活動

１２月１２日（金）：人権集会

１２月１３日（土）：

小体連ミニバスケットボール大会

１２月１５日（月）：地区児童会

１２月１６日（火）：諸費納入日

１２月２４日（水）：終業式

１月 １日（木）：元日

１月 ５日（月）：仕事始め

１月 ８日（木）：始業式、委員会活動

１月 ９日（金）：安全点検、身体測定（123年）、

貯金日

１月１２日（月）：成人の日

１月１３日（火）：保護者面談、身体測定(456年)

(平床、福岡、鶴、寺領）

１月１４日（水）：保護者面談（枦の原、下河内）

１月１５日（木）：保護者面談（新休）
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